
32

みんなで創り上げるふくしまの将来の姿

み
ん
な
で
創
り
上
げ
る

ふ
く
し
ま
の
将
来
の
姿

第
３
章

２ 県づくりの理念
　第２章「福島県を取り巻く現状と課題」と、県民の皆さんから頂いた意見を踏まえ、県民の皆さん、民間団体、
市町村、県が連携しながら、「福島ならでは」の将来の姿を実現するために共有する総合計画の根底にある
根本的な考え方である「県づくりの理念」を整理します。

◆福島県を取り巻く現状と課題（第２章）
　第２章「福島県を取り巻く現状と課題」においては、具体的に解決を進めるべき本県が直面する現状・
課題を大きく3つに分けて整理しました。

・避難地域の復興・再生
・避難者等の生活再建
・風評払拭・風化防止対策の強化
・福島イノベーション・コースト
　構想の推進
・新産業の創出・地域産業の再生
・復興を支えるインフラ等の環境整備
・廃炉に向けた取組

・急激な少子高齢化への対応
・魅力的な教育環境の整備
・健康づくりの必要性
・若者の東京圏への流出抑制
・高齢者や女性など多様な人材の
　活躍
・日常生活に必要なサービスの維持
・本県への移住・定住の推進

・頻発化・激甚化する自然災害への対応
・新型コロナウイルス感染症への対応
・地球温暖化対策
・デジタル変革（DX) の推進

東日本大震災・原子力災害
からの復興・再生 人口減少対策（＝地方創生） 横断的に対応すべき課題

　人口減少が避けられない中で、持続可能な地域社会を創り上げていくためには、東日本大震災・原子力
災害からの復興・再生や人口減少対策などこれまでの取組を継続しながら、新たな取組にも挑戦を進め、
急激な社会情勢の変化に柔軟に対応していくことが大切です。
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　本県は原子力災害による様々な分断、風評、差別・偏見と 10年にわたって、
戦ってきました。また、新型感染症により自由や人とのつながりが制限され、
不安感や孤独感が増大するなどの困難に直面しています。
　一方で、復興の軌跡の中で、本県に心を寄せてくださる皆さんとのご縁と協
働により、数多くの絆が生まれました。
　これらの経験から、本県は一人一人が互いに認め合い、つながりを広げ、共
生できる地域社会（県）づくりを目指します。

　本県は、東日本大震災と原子力災害、さらに大規模災害、新型感染症など、
三重、四重の困難な課題に直面し続けています。そして、それらの困難な課題
へ挑戦を続けてきた経験・知見からは、災害への対応力のみならず、コミュニ
ティの再生など、地域の人々が手を取り合って果敢に挑戦を続けている本県な
らではの回復力（レジリエンス）が培われています。
　この本県で培われた強みを最大限いかしながら、様々な変化に対応できる強
靱さ、健全さを備えた、人と人とが支え合う地域社会（県）づくりを目指します。

　未曽有の複合災害の中にあって、福島が誇れる、おいしい食、美しい自然、
県民の温かい心など、普段の生活では気づきにくい魅力や強みを改めて認識し
ました。
　また、震災後、福島イノベーション・コースト構想などにより構築されたロ
ボットや再生可能エネルギーなどの研究拠点は、ふくしまの未来を創る産業振
興、人材育成を推進する大きな資産です。
　これらの財産を改めて見つめ直し、地域の魅力や価値に県民一人一人が関心
を持ち次の世代へと育てつなげることができる地域社会（県）づくりを目指し
ます。


